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上大津地区小学校適正配置に係る説明会の開催結果 

 

＜開催日時及び参加者数等＞ 

対象 

地区 
開催日時 開催場所 

参加者数 

合計 

内訳 

小学校 

PTA 

地域 

住民 

未就学児

保護者 

学校関係

者など 

上西小

地区 

H31.1.16（水）

19:00～20:10 

上大津西小学校 

図書室 
21 名 

 

11 名 

 

4 名 2 名 4 名 

菅谷小

地区 

H31.1.17（木） 

19:00～20:15 

菅谷小学校 

図書室 
16 名 

 

7 名 

 

5 名 1 名 3 名 

上東小

地区 

H31.1.23（水）

19:00～20:30 

上大津公民館 

集会室 
12 名 

 

5 名 

 

3 名 

 

2 名 

(上西1名) 

2 名 

神立小

地区 

H31.1.25（金）

19:00～20:00 

神立ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

会議室 1 
8 名 

 

2 名 

(菅谷1名) 

5 名 0 名 1 名 

合計 57 名 

 

25 名 

 

17 名 

 

5 名 

 

10 名 

 

 
  

資料３ 
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＜説明会参加者からの主な質問とその回答＞ 

NO. 質問 回答 

１．上大津西小学校と菅谷小学校の暫定統合について 

１－１．暫定統合時の通学バスについて 

（１） 

・通学バスの集合場所は多くて何か所くら

いになるのか。また、そのような話し合

いの場はいつ設けられ、いつ決定するの

か。 

［上西小 PTA］ 

・平成３１年４月以降に、保護者や地域住

民、学校関係者による（仮称）統合準備

協議会を組織し、その中での協議を経て、

平成３１年１２月までにルートや停留所

の位置、バスの大きさなどを決定したい

と考えております。 

・ルートや停留所の位置について、事前に

上大津西小学校の PTA により、素案を作

っていただきますと、４月以降の協議が

スムーズに進めることができるため、ご

協力をお願いいたします。 

（２） 

・低学年と高学年で下校時間が違ったり、

曜日により授業数が違ったりするが、これ

はどのように対応するのか。 

・下校便が１便の場合、図書室などを低学

年の子の待機場所として開放するのか。

［菅谷小 PTA］ 

・現在市内で運行している通学バスは、ル

ートごとに登校時は１便、下校時は２便

（早便・遅便）運行しております。 

・今回の暫定統合についても、保護者の方

などのニーズを勘案して、決定いたした

いと存じます。 

（３） 

・通学バスの対象者は上大津西小学校区の

児童だけなのか。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・上大津西小学校の児童で、かつ菅谷小学

校からの直線距離が２ｋｍ以上の方が対

象となります。 

１－２．暫定統合時の学校名や体操服などの取扱いについて 

（１） 

・暫定統合にあたり、学校の名前や体操服

などは変わるのか。 

［上西小 PTA］［菅谷小 PTA］ 

・今回の暫定統合の際には、新しい校名に

ついては考えておりません。 

・体操服や上履きをどうするかなど、細か

いすり合わせについては、今後設置予定

の（仮称）統合準備協議会において協議

をしたいと考えております。 

・なお、上大津地区全体での適正配置実施

の際には、学校名の他、校歌や校章につ

いても、新治学園の際と同様に、地域の
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NO. 質問 回答 

方や保護者の方との協議の上、決定して

いくようになるかと存じます。 

（２） 

・暫定統合前の事前交流事業について、運

動会を合同で実施する予定はあるのか。 

・両校の運動会の時期が違うため、合同実

施であれば、早めに日程を決定していた

だかないと困る。 

［上西小 PTA］ 

・合同行事の内容については、これから学

校間で調整を行いますので、まだ決定で

はございません。 

・これまでも上大津西小学校と菅谷小学校

間で交流授業等を実施しておりました

が、今後はその回数等も増やし、統合に

向け、より有意義なものとしたいと考え

ております。 

１－３．その他（暫定統合について） 

（１） 

・上大津西小学校の問題解消に向けた暫定

的な対応の今後の進め方は、いつ決定する

のか。 

［上西小 PTA］ 

・今回の各地区でのご意見を踏まえ、学区

審議会に暫定統合に伴う通学区域の変更

について諮問し、答申を得て、平成３１

年２月には、暫定統合計画を策定したい

と考えております。 

・その後、この計画を基に、学校に関する

条例（土浦市立学校の設置及び管理に関

する条例）の改正を議会に諮り、承認さ

れますと、正式に学校の統合が決定とな

ります。 

（２） 

・暫定統合について、菅谷小学校側で受け

入れ反対といった意見は出ていないのか。 

［上西小地域住民］ 

・そのようなご意見は伺っておりません。 

・前回の菅谷小学校区の住民説明会（平成

３０年６月に実施）では、上大津西小学

校の問題は早急に対応すべきであり、菅

谷小学校で上大津西小学校の児童を受け

入れるとのご意見の方が複数人いらっし

ゃいました。 

（３） 

・上大津西小学校及び菅谷小学校の方は、

暫定統合について、どのような反応をし

ていたか。 

［上東小 PTA］ 

・どちらの学校においても、暫定統合にか

かる部分について反対の意見はございま

せんでした。 

・説明会で出た主な意見としては、今後の

スケジュールや通学バスの運行ルート等

の決定時期など、統合に向けた具体的な

内容でございました。 
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NO. 質問 回答 

（４） 

・暫定統合した場合、学区外就学（住所地

で指定される学校以外の学校に就学する

こと）は許可するのか。 

［菅谷小地域住民］ 

・学区外就学を希望されている理由の内容

によりますので、保護者に対し、個別に

確認をしたいと考えております。 

（５） 

・適正規模を満たすことができない学校に

ついて、何か対応はしないのか。 

［菅谷小 PTA］ 

・教職員を多く配置するなどの対応はして

もらえないのか。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・今回の暫定対応については、上大津西小

学校の複式学級の早期解消のために行う

ものでございまして、適正規模を満たし

ていない学校に対して新たに何か対応す

るといったことは、現時点では考えては

ございません。 

・現在、菅谷小学校には、小規模の学校で

の教育の充実を図るため、市で採用した

非常勤教職員を加配しておりますが、暫

定統合後につきましても、引き続き同様

の配慮はしてまいりたいと考えておりま

す。 

２．上大津地区全体の適正配置について 

２－１．上大津地区全体の適正配置のスケジュールについて 

（１） 

・平成３１年６月までに方向性を決定とあ

るが、今ある３案を絞り込んでいくイメ

ージで良いのか。 

［上東小 PTA］ 

・現在はそのように考えておりますが、絞

り込みきれるかどうかは、検討委員会で

の協議内容によるかと存じます。 

・検討委員会での最終提言を踏まえ、市で

は土地の取得など、課題点をクリアし、

具体化していきたいと考えております。 

（２） 

・平成３６年４月に、上大津地区全体の適

正配置の実施とあるが、これは平成３６年

４月以降に校舎を作るということか。 

［菅谷小 PTA］ 

・目標といたしましては、平成３６年４月

までに必要な校舎等を作り、平成３６年

４月から新しい学校をスタートさせたい

と考えております。 

（３） 

・３小学校の統合が平成３６年度から早ま

ることはないのか。 

［菅谷小 PTA］［菅谷小未就学児保護者］ 

［上東小 PTA］ 

・これまでの実績から申し上げますと、基

本設計が１年、その後実施設計が１年、

さらにその後に建設工事が２年かかりま

す。これに学校用地の取得を含めますと、

最短でも５年程度かかると見込んでおり

ます。 
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NO. 質問 回答 

（４） 

・上大津地区において、新しい学校が本当

に平成３６年にできるのか疑問である。 

［上西小 PTA］［菅谷小地域住民］ 

・予算の課題もございますので、市の財政

部局とも随時協議して進めてまいりたい

と考えております。 

２－２．上大津地区全体の適正配置の方策について 

（１） 

・最終的に上大津地区は３つの小学校（上

大津東小学校・菅谷小学校・神立小学校）

になるのか。 

［神立小地域住民］ 

・まず、上大津西小学校を菅谷小学校へ暫

定的に統合し、その後その統合した学校

と上大津東小学校が統合し、上大津地区

全体で２小学校（３小学校の統合校と神

立小学校）となるような形で現在検討を

しております。 

（２） 

・３小学校の統合について、統合先が上大

津東小学校となった場合には、既存の校舎

をそのまま使用するのか。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・既存校舎を改修して、不足分の校舎を増

築する場合と、既存校舎を解体し、全て

新築する場合の２パターンをシミュレー

ションしております。 

（３） 

・３小学校の統合先が上大津東小学校とな

った場合、どの程度教室数を増やさなけ

ればいけないのか。 

［神立小地域住民］ 

・現在の上大津東小学校の校舎は、通常学

級の教室数を１１教室確保できておりま

す。また、多目的室の改修により、２教

室増設することが可能ですので、１３教

室までは確保することができます。 

・３小学校の統合時には通常学級が１９学

級となる見込みですので、６教室分が不

足すると見込んでおります。 

・また、通常学級の教室の他、少人数教育

を対応する教室や特別支援学級の教室が

必要となってきます。 

（４） 

・３小学校の統合先が上大津東小学校とな

った場合、学校用地の取得は必要になるの

か。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・新たな学校用地を取得する必要がござい

ます。 

（５） 

・土浦第五中学校の隣接に新設校を作ると

いった案があるが、もうすでに土地の場

所は決まっているのか。 

［上東小 PTA］ 

・具体的にどこというのは決まっておりま

せん。 
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NO. 質問 回答 

（６） 

・土浦第五中学校隣接の場合には、体育館

やグラウンドなどは共用となるのか。 

・その場合、小学校１年生と中学校３年生

の体格差があるため、同時に遊ぶ際など

危なくないのか。 

・また、中学生の部活などにより小学生の

体育館使用に制限が出てこないのか。 

［上東小 PTA］ 

・３小学校の位置が土浦第五中学校と隣接

する場合には、体育館やグラウンドなど

は共用となります。 

・体育館については、既存の中学校の体育

館の共用の他、新たに小体育館も設置す

る予定です。 

・新治学園義務教育学校ですでに、同じ敷

地に１～９年生までが生活をしておりま

すが、現在のところは事故等があった報

告は受けておりません。こういった実績

を踏まえながら、検討してまいりたいと

存じます。 

（７） 

・３小学校の統合先が土浦第五中学校付近

となった場合、おおつ野地区の児童はバ

ス通学の対象となるのか。 

［上東小 PTA］ 

・統合校の位置により変わりますが、土浦

第五中学校を基準としますと、おおつ野

地区でも一部は２ｋｍ以上となるため、

通学バスの対象となります。 

・統合校から直線距離で２ｋｍ以上といっ

た基準により、登校班が分断される場合

などは、状況を勘案して検討いたします。 

（８） 

・３小学校の統合先が土浦第五中学校付近

となった場合、通学バスでの通学は安全

が確保できるかと思うが、徒歩で通学す

る児童の安全が確保できるかということ

は疑問である。 

・国道の横断の他、中学生が自転車で通学

している中、おおつ野地区の児童２００

人が徒歩で通学することになると思うの

で、通学路の安全確保をきちんと考えた

方が良いと思う。 

［上東小地域住民］ 

・通学路の安全については、教育委員会の

他、市の道路課、県道や国道を整備して

いる土木事務所や国道事務所、警察、

PTA、交通安全母の会などによる協議会

を設置しております。 

・この協議会において、１年に２中学地区

の小学校の通学路の安全点検を実施し、

危険箇所の対応をしております。 

（９） 

・現在も、協同病院に通勤する車がおおつ

野地区の裏道（住宅街）を通っており危

険である。 

・バイパスの横断も含め、通学路の安全確

保を踏まえて検討してくれるのか。 

［上東小 PTA］ 

・市内の他の学校と同様に、通学路の安全

点検を徹底して取り組んでまいりたいと

存じます。 
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NO. 質問 回答 

（１０） 

・上大津地区全体の適正配置については、

現在絞り込みを行っている３案の中のど

れかということで決定なのか。 

・３小学校の統合先を菅谷小学校とする案

はもうないのか。 

［菅谷小 PTA］ 

・３小学校の統合先の３案については、現

時点では確定ではございません。 

・今後さらに経費の部分や子供達の教育環

境の面などについて検討をし、絞り込み

を行ってまいります。 

・検討委員会における協議の中で、３小学

校の統合先を菅谷小学校とするといった

案もございましたが、シミュレーション

を行った結果、おおつ野地区の多くの方

が通学バスの対象となることにより、大

型バスが１０台程度必要となり、費用も

毎年９，０００万程度となる見込みであ

るため、現実的に難しいという判断によ

り、現在の３案の中には残っていない状

況でございます。 

（１１） 

・上大津地区全体の適正配置について、当

初、上大津東小学校の児童が多いため、

動かさない方が良いと考えていたが、小

中一貫教育ということを考えると、土浦

第五中学校と同じ道沿いにあり、かつ近

く、３小学校の中心となる上大津西小学

校がいいのではないか。 

［神立小地域住民］ 

・３小学校の中心は上大津西小学校ではな

く、おおつ野の入口付近となります。 

・通学距離の面で言いますと、３小学校の

統合先が菅谷小学校の場合と同様、おお

つ野地区の多くの方が通学バスの対象と

なり、大型バスで１０台程度必要となる

ことが見込まれております。 

・そのため、統合先を菅谷小学校とする案

と同様、検討委員会において協議を行い

ましたが、あまり現実的ではないという

ことで、現在の３案の中には残っていな

い状況でございます。 

（１２） 

・平成３６年度より前に上大津東小学校の

校舎のキャパシティが限界となった場合

など、おおつ野７，８丁目だけを菅谷小

学校や上大津西小学校に行かせるといっ

た案はあるのか。 

［上西小 PTA］［上西小未就学児保護者］ 

［上東小 PTA］ 

・通学区域の見直しについては、地域コミ

ュニティの分断になるため、地域の方全

員の合意が必要となり、行政が主導とな

って実施することは難しいと考えており

ます。 

・案の１つとしてシミュレーションを行い、

検討を行いましたが、適正規模に至らな

いといった課題があり、現在の３案には

残っていない状況でございます。 
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NO. 質問 回答 

（１３） 

・上大津地区全体の適正配置について、検

討委員会で学年により学校を変える案（分

校方式）があったが、このような案はなく

なったということで良いか。 

［菅谷小 PTA］ 

・検討委員会においてそのような案も検討

を行いましたが、学校運営上、子供達の

教育を考える上では、学年により校舎を

分ける方策はデメリットが大きいといっ

た判断がなされました。 

（１４） 

・平成３６年度までに上大津東小学校の施

設の許容能力が限界となり、増築するの

も間に合わなくなってしまった場合の想

定はしているのか。 

［上西小未就学児保護者］ 

・その時の状況にもよりますが、万が一そ

のような状況になった場合には、今回の

上大津西小学校と菅谷小学校の統合と同

じように、暫定的な対応を検討する必要

があるかと存じます。 

・今後も人口の流入や児童数の増加の動向

については、注視してまいります。 

（１５） 

・３小学校の統合について、上大津東小学

校の現在の既存校舎のまま、早めに統合す

ることはできないのか。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・上大津東小学校は、現時点の児童数でも

すでに学校施設の許容能力の限界に近い

状況となっているため、菅谷小学校と上

大津西小学校の児童が上大津東小学校に

行く場合には、学校用地の拡張や校舎の

増築が必要となります。 

・そのため、平成３６年４月が上大津地区

全体の適正配置実施の目標となっており

ます。 

（１６） 

・おおつ野地区から神立駅へ向かう道路の

整備に伴い、その周辺が宅地開発され、

菅谷小学校の児童が増えるというような

ことがある場合には、上大津東小学校と

の統合の話がなくなったりはするのか。 

［菅谷小 PTA］ 

・現在、３小学校の統合を平成３６年度か

らとしている理由の一つとして、今後上

大津東小学校の校舎が、（上大津西小学校

や菅谷小学校と統合しない場合でも）児

童数の増加に対応できなくなると見込ま

れているということが挙げられます。 

・また、これまでの実績から申し上げます

と、新しく校舎を作るには、最低でも４

年（基本設計が１年、その後実施設計が

１年、さらにその後に建設工事が２年）

かかるため、この４年の間に急激に児童

の数が増加することが見込まれるように

なるなど、余程のことがない限り、計画

後、途中で内容を変更するといったこと

はないと考えられます。 
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NO. 質問 回答 

２－３．その他（上大津地区全体の適正配置について） 

（１） 

・現在神立小学校で実施している放課後子

供教室について、平成３６年度の統合の際

には開設されるのか。 

［菅谷小 PTA］ 

・放課後児童クラブ及び放課後子供教室に

ついても、保護者のニーズを十分に勘案

して整備していきたいと考えておりま

す。 

（２） 

・平成３６年４月の３小学校での統合につ

いて、上大津東小学校の方は認識している

のか。 

［菅谷小 PTA］ 

・現在の協議内容について広く周知するた

め、今回の説明会開催のご案内について

は、上大津全体の適正配置の方向性につ

いても明記した内容で上大津地区の全戸

に配布させていただきました。 

（３） 

・現在市内で実施している小中一貫教育は

分離型でやっていくということか。 

［神立小地域住民］ 

・上大津地区では、３小学校の統合校と神

立小学校、土浦第五中学校の３校で小中

一貫教育を実施してまいります。 

３．上大津東小学校について 

（１） 

・上大津東小学校の児童は、現在の校舎の

ままで、平成３５年度末までもつのか。 

［上西小 PTA］［上東小 PTA］ 

・今年の３月までに多目的室を２つの教室

に分断することにより、平成３５年度末

までは教室数が足りる見込みです。 

・この多目的室につきましては、このよう

な工事をすることを建設当初から想定

し、エアコンやドアの位置などが設計さ

れております。 

・特別支援学級の学級数が増加することな

どにより、平成３５年度末より前に教室

数が不足してしまう可能性もございます

ので、学校と連絡を密にして対応してま

いりたいと存じます。 

（２） 

・上大津東小学校は何をもってキャパオー

バーとなるのか。 

［上東小 PTA］ 

・茨城方式といった基準により算出した学

級数に見合う教室数が、現在の校舎で確

保できなくなった場合がキャパオーバー

となります。 

（３） 

・グラウンドに対してのキャパオーバーと

いう概念はないのか。 

［上東小地域住民］ 

・現在の上大津東小学校のグラウンドが狭

いということは重々認識しております

が、教室数の確保ということを最優先に

考えております。 
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NO. 質問 回答 

・教室数が不足し、増築を要する場合には、

グラウンドの手当ても検討いたしたいと

考えております。 

４．その他 

（１） 

・小学生の通学距離の基準は４ｋｍではな

いのか。 

［神立小地域住民］ 

・国では、小学生の通学距離の目安を道の

りで４ｋｍとしておりますが、本市にお

きましては、それを緩和し、直線距離で

２ｋｍ以上となる方を通学バスの対象と

しております。 

（２） 

・神立小学校と比較して、他３小学校の児

童が少ないが、そのことにより学校の予算

が少なかったり、教職員が少ないことによ

り教育レベルが低いといったことはない

のか。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・学級数により教職員の数は決まっており

ますが、教職員の数により教育レベルが

低くなるといったことはございません。 

（３） 

・児童が少ないことにより、行事ができな

かったり、クラブ活動の種類が少なく、子

供がやりたいものがないといったことは

ないのか。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

・クラブ活動の種類などについては、多少

差があるかもしれませんが、人数の差に

比例して大きな差はないかと存じます。 

・しかし、上大津西小学校の児童数ですと、

選択肢としてはとても少なくなってしま

うかと存じます。 

（４） 

・かすみがうら市の戸崎原地区から、上大

津西小学校に就学してる児童については、

どのように取り扱うのか。 

［菅谷小地域住民］ 

・現在、かすみがうら市でも学校が統合さ

れ、通学バスが運行されているなどの理

由により、戸崎原地区から上大津西小学

校に就学する児童は少なくなっておりま

すが、これまで継続して受け入れてきた

歴史がございますので、ご本人様のご意

向を確認させていただき、対応してまい

ります。 

（５） 

・土浦第五中学校の校舎はいつ建てられた

のか。土浦第五中学校付近に新しく小学

校ができても土浦第五中学校がすぐダメ

になるということはないのか。 

［上東小 PTA］ 

・土浦第五中学校の校舎５棟のうち、一番

古いものは昭和５３年築になりますが、

平成２７年に補強・改造工事を実施して

おりますので、そのようなことはござい

ません。 
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NO. 質問 回答 

（６） 

・小学校や中学校が古くなった場合には、

隣に新しい校舎を建てるものなのか。そ

れとも直し直しという感じなのか。 

［上東小地域住民］ 

・３年に１度の定期点検を実施し、必要に

応じて修繕するなど、既存の建物を長く

使用していく（建物の延命化を図る）と

いうスタンスでございます。 

（７） 

・旧市役所庁舎や旧宍塚小学校などの市公

共施設の跡地は、現在どのように利用さ

れているのか。 

［上西小未就学児保護者］ 

［上東小地域住民］ 

・旧市役所庁舎や旧宍塚小学校などの跡地

については、現在まだ利活用されておら

ず、その活用方法については市長部局の

担当課において検討中でございます。 

・なお、平成３０年３月に閉園した市立幼

稚園３園のうち、１園は福祉施設、１園

は民間の保育施設となる見込みです。 

（８） 

・新治学園義務教育学校は、開校するまで

に何年かかったのか。 

［上西小 PTA］ 

・開校準備協議会が設立されてから４年半

～５年になります。 
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＜説明会参加者からの主な意見・要望など＞ 

NO. 意見・要望等 

１．上大津西小学校と菅谷小学校の暫定統合について 

（１） ・保護者としては、統合に関しては何の問題もないと思う。［上西小 PTA］ 

（２） 

・上大津西小学校の児童にぜひ菅谷小学校に来てほしいと思っている。［菅谷小 PTA］ 

・今回の統合について、人数が少ないところを増やしていきましょうという方向性は良

いと思う。［菅谷小未就学児保護者］ 

（３） 
・上大津西小学校と菅谷小学校が暫定的に統合することはいいことだと思うので、ぜひ

やっていただきたい。［上東小地域住民］ 

（４） 
・上大津西小学校と菅谷小学校の暫定統合については、スケジュールに基づいて淡々と

実施していけば良いと思う。［神立小地域住民］ 

２．上大津地区全体の適正配置について 

（１） 
・菅谷小学校はグラウンドが広く、環境としても良いので、通学バスの面で合理的では

ないかもしれないが、個人的には菅谷小学校を残していただきたい。［菅谷小 PTA］ 

（２） 
・上大津地区全体の適正配置について、神立小学校は単独で適正な規模だと思うので、

「神立小学校を除く」というのは確定していただきたい。［神立小 PTA］ 

（３） 

・上大津東小学校の児童は今後増加していくと考えられるため、通学バスの台数を考え

ると、上大津東小学校を拡張した方が現実的であると思う。 

・上大津東小学校のグラウンド横の池を埋めれば、グラウンドも少し拡張できるのでは

ないかと思う。 

・土地を少しずつ買いながら上大津東小学校を増築していけば、これらの問題はすべて

解決すると思う。［上東小 PTA］ 

（４） 

・おおつ野地区は現在も新しく住宅やアパートが出来ているため、平成３６年度より前

に校舎のキャパシティが限界に来ると思う。 

・平成３６年度まで現在の上大津東小学校の状態が続くのであれば、早め早めに施設の

更新をするなり、グラウンドだけでもどこか別のところに確保するなりの対応をした

方が良いのではないかと思う。 

・菅谷小学校と上大津西小学校ばかりでなく、上大津東小学校についても対応を考えて

いただきたい。［上東小 PTA］ 

（５） 
・施設整備にかかる費用が少なくても、通学バス等の費用がかさむ可能性があるので、

きちんとランニングコストの検討をした方がいいと思う。［神立小地域住民］ 
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NO. 意見・要望等 

（６） 
・上大津西小学校も上大津東小学校も校庭が狭く、遊びが制限されるため、子供達がか

わいそうだと思う。［神立小その他］ 

（７） 
・既存の学校の周辺に学校用地を確保できるのかどうか、事前に地主の方に話をし、ど

のような考えを持っているか把握しておいた方が良いと思う。［神立小地域住民］ 

（８） 

・常磐線の横断は危険だとあるが、バイパスの横断も危険なのではないかと思う。 

・統合先が土浦第五中学校付近となる場合には、歩道橋等も整備していただきたい。 

［上東小 PTA］ 

３．跡地利用について 

（１） 
・上大津西小学校の跡地利用について、消防団の詰所や手野町公民館、上大津支所、上

大津公民館などを集約し、複合的に利用しても良いのではないかと思う。［上西小 PTA］ 

（２） 
・上大津東小学校の跡地について、お年寄りが集う場所として活用しても良いのではな

いかと思う。［上東小地域住民］ 

（３） 
・学校の跡地については、災害時の拠点として利用しても良いのではないかと思う。 

［神立小地域住民］ 

４．その他 

（１） 

・公民館で実施しているチャレンジクラブは他校の児童との交流という面で非常にいい

機会だと思うので、来年度は、希望者全員が参加できるような配慮や、参加可能な学

年の幅を広げるなどの対応をしていただけるとありがたい。［上西小 PTA］ 

（２） 
・児童が少ない学校についても、教職員を多めに配置していただけるとありがたい。 

［菅谷小未就学児保護者］ 

（３） 
・土浦市が財政的に厳しくても、国庫補助などを上手く利用するなどをして、子供達の

教育環境を良くするべきである。［神立小地域住民］ 

（４） 
・上大津地区、特に上大津西小学校区は農業振興地区が多いので、もっと住宅を建てら

れるよう検討していただきたい。［神立小地域住民］ 

 


